
九
一

近
世
期
精
進
魚
類
物
の
一
展
開

　
　
は
じ
め
に

　

一
五
世
紀
に
成
立
し
た
お
伽
草
子
異
類
合
戦
物
の
代
表
的
な
作
品
『
精
進
魚

類
物
語
』
は
、
近
世
後
期
に
至
る
ま
で
写
本
と
し
て
書
き
継
が
れ
、
ま
た
近
世

初
期
、
寛
永
正
保
頃
に
刊
行
、
後
に
覆
刻
版
も
出
て
、
版
本
と
し
て
も
流
布
し

た（
１
）。

　

近
世
前
期
に
は
、
こ
の
物
語
の
改
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

は
、『
精
進
魚
類
物
語
』
の
直
接
影
響
を
受
け
ず
に
精
進
物
と
魚
介
類
と
の
合

戦
物
語
、
す
な
わ
ち
精
進
魚
類
物
が
創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
『
献
立
合
戦
笑
草
』
と
い
う
写
本
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
改
作
物
語
の
系
統
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
信
州
在
住
の
人
物
に
よ
る
書
写
に
成
る
も
の
で
、
そ
の
地
域

性
が
見
出
さ
れ
る
。
物
語
写
本
が
書
写
さ
れ
る
中
で
、
単
に
副
本
を
作
る
と
い

う
営
為
を
越
え
、
創
作
性
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る
物

近
世
期
精
進
魚
類
物
の
一
展
開

伊い

藤と
う

慎し
ん

吾ご

―
『
献
立
合
戦
笑
草
』
と
そ
の
周
辺

（
本

学

准

教

授
）

語
受
容
と
異
本
生
成
の
問
題
を
考
え
る
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
魚
類
扣
』
の
異
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
上
田
図

書
館
花
月
文
庫
所
蔵
『
献
立
合
戦
笑
草
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
近
世
期
の
精

進
魚
類
物
の
地
方
に
お
け
る
展
開
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

１　
近
世
期
精
進
魚
類
物
各
種

・
概
要

　

ま
ず
、
近
世
期
に
は
ど
の
よ
う
な
精
進
魚
類
物
が
生
ま
れ
た
の
か
、
見
て
お

き
た
い
。

　

異
類
合
戦
物
は
室
町
期
の
お
伽
草
子
や
そ
の
周
辺
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
が
、
中
で
も
精
進
魚
類
物
は
精
進
料
理
対
魚
料
理
と
い
う
日
本
の
主
流
を

な
す
食
文
化
を
対
立
軸
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
時
代
や
地
域

の
違
い
に
よ
っ
て
改
作
し
や
す
い
性
質
を
も
つ
。
精
進
魚
類
に
関
連
す
る
対
立
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軸
の
設
定
と
し
て
は
、他
に
魚
対
鳥
の
物
語
も
作
ら
れ
た
（
赤
本
『
魚
鳥
合
戦
』、

青
本
『
魚
鳥
あ
ん
ば
い
よ
し
』、
歌
浄
瑠
璃
『
さ
か
な
浄
瑠
璃
』

（
２
）

等
）。
さ
ら

に
近
世
も
後
期
に
下
る
と
、魚
と
獣
の
対
立
軸
が
現
れ
た
。
魚
貝
英
記
物
（『
魚

貝
英
記
』
及
び
そ
の
派
生
作
品
）
が
そ
れ
で
本
文
中
の
表
現
を
借
り
れ
ば
山
海

の
珍
味
が
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
。
食
文
化
を
背
景
と
し
て
作
ら
れ
た
異
類
合
戦

物
は
他
に
も
多
く
、
餅
及
び
菓
子
と
酒
が
対
立
す
る
餅
酒
合
戦
物
も
都
鄙
を
問

わ
ず
、
ま
た
、
文
学
形
式
に
限
ら
ず
、
様
々
な
文
芸
・
芸
能
の
か
た
ち
で
創
作

さ
れ
て
い
っ
た
。
三
枚
続
き
の
錦
絵
「
青
物
魚
軍
勢
大
合
戦
之
図
」
は
特
に
よ

く
知
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

Ａ
『
魚
類
扣
』
系

　
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
改
作
物
語
が
近
世
前
期
に
作
ら
れ
、
一
つ
の
系
統
を

成
し
て
い
る
。
内
容
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

魚
類
元
年
八
月
十
五
夜
、
魚
類
方
の
大
将
、
鯛
の
将
軍
か
ね
高
が
精
進
方
を

邪
魔
に
思
い
、
天
下
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
棚
ヶ
城
に
諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、

さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
浜
名
の
将
軍

納
豆
は
家
来
を
味
噌
桶
ヶ
城
に
招
集
し
、
戸
棚
ヶ
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始

ま
る
。
こ
の
事
態
に
御
膳
廻
り
の
塩
焼
の
太
郎
、
朝
倉
の
山
椒
、
奈
良
の
諸
白

が
仲
裁
者
と
な
り
、
和
談
に
及
ぶ
と
い
う
も
の
。

　

管
見
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
最
も
古
い
も
の
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）

に
京
都
の
書
肆
山
本
九
兵
衛
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た『
軍
舞
』四
種
の
う
ち
、「
う

お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」
で
あ
る（

３
）。

書
写
時
期
は
下
る
が
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
書
写
の
『
魚
類
精
進
合
戦
』（
塩
川
和
広
氏
蔵
、
写
一
冊
）
及
び

『
魚
類
扣
』（
筆
者
蔵
、
江
戸
後
期
写
一
冊
）
も
同
じ
作
品
と
し
て
一
括
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
三
種
伝
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
三
本
の

共
通
祖
本
を
想
定
し
、
そ
の
上
で
「
う
お
が
せ
ん
并
し
や
う
じ
ん
も
の
」『
魚

類
合
戦
』『
魚
類
扣
』
が
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
た（

４
）。

他
の
系
統
と

の
識
別
の
し
や
す
さ
を
考
え
、
便
宜
上
、『
魚
類
扣
』
系
と
す
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
こ
こ
か
ら
更
に
改
作
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
章
以
降
で
述
べ
る
。

Ｂ
『
魚
類
青
物
合
戦
状
』
系

　
『
魚
類
扣
』
系
の
物
語
群
よ
り
も
時
代
が
下
っ
て
か
ら
成
立
し
た
と
思
わ
れ

る
も
の
に
『
魚
類
青
物
合
戦
状
』
が
あ
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
書
写
の

『
魚
類
青
物
合
戦
状
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、写
一
冊
）
と
『
青
物
魚
類
合
戦
』（
筆

者
蔵
、
幕
末
頃
写
一
冊
）
が
確
認
さ
れ
る
。

　

精
進
方
将
軍
の
白
壁
豆
腐
守
は
家
老
の
黒
膚
蒟
蒻
兵
衛
・
丸
麩
軽
石
次
郎
の

意
見
を
受
け
入
れ
、
魚
類
方
将
軍
桜
鯛
赤
助
の
不
在
を
つ
い
て
城
を
攻
め
る
。

し
か
し
、
最
後
に
は
蛸
入
道
ら
四
天
王
の
働
き
に
よ
り
、
精
進
方
の
城
が
攻
め

取
ら
れ
、
捕
え
ら
れ
た
豆
腐
守
は
油
揚
に
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
物
語
が
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
影
響
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

つ
と
に
沢
井
耐
三
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

５
）。
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Ｃ
『
五
穀
繁
昌
記
』
系

　

こ
の
系
統
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

魚
類
方
が
戦
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
荒
布
の
前
が
精
進
方
大
将
豆
腐

判
官
六
条
へ
密
告
す
る
。
精
進
物
に
対
す
る
魚
類
方
の
討
入
計
画
が
露
見
し
た

こ
と
で
、
八
木
大
王
は
魚
類
方
大
将
鯛
金
高
と
豆
腐
判
官
と
を
召
し
寄
せ
、
両

者
を
問
答
さ
せ
、
つ
い
に
和
睦
に
至
る
。
こ
れ
が
本
編
で
、
後
半
に
唐
土
か
ら

渡
来
し
た
唐
芋
の
物
語
を
付
け
る
。
同
じ
く
八
木
大
王
の
治
世
、
す
で
に
帰
化

し
た
南
京
芋
が
唐
芋
の
趨
勢
に
押
さ
れ
、
義
兄
瓢
箪
兵
衛
の
た
く
ら
み
に
加
担

し
て
讒
奏
す
る
も
、悪
事
が
露
見
し
て
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

唐
芋
は
ま
す
ま
す
繁
昌
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
系
統
に
は
二
種
の
伝
本
が
確
認
さ
れ
る
。
一
つ
は
『
五
穀
繁
昌
記　

附

荒
布
の
前
の
事
』（
徳
田
和
夫
氏
蔵
、
写
一
冊
）、
も
う
一
つ
は
『
精
進
魚
類
問

答　

附
唐
芋
繁
昌
之
巻
』（
筆
者
蔵
、
写
一
冊
）
で
あ
る
。
前
者
は
文
化
一
三

年
（
一
八
一
六
）
の
書
写
、
後
者
は
翌
一
四
年
の
書
写
と
い
う
、
極
め
て
近
い

時
期
の
も
の
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
正
本
の
構
成
を
模
し
、
文
章
も
浄
瑠
璃
調
で
あ

る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
書
名
か
ら
す
る
と
、
別
作
品
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
が
、異
本
と
い
う
ほ
ど
の
差
異
は
な
い
。
書
名
が
異
な
る
こ
と
、構
成
が「
巻
」

と
「
段
」
で
異
な
る
こ
と
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
詳
細
に
検
討
す
る
と
、『
五

穀
繁
昌
記
』
か
ら
『
精
進
魚
類
問
答
』
へ
変
わ
っ
た
と
、
簡
単
に
判
断
し
か
ね

る
部
分
が
若
干
あ
る（

６
）。

Ｄ
『
さ
か
な
あ
を
物
大
合
戦
』

　

こ
れ
は
女
流
作
家
森
田
軍
光
の
作
に
な
る
戯
作
で
あ
る
。
大
寄
噺
尻
馬
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
た（

７
）。

　

肴
上
大
食
公
の
治
世
、
椎
茸
味
の
守
だ
し
有
を
大
将
と
す
る
精
進
物
が
魚
類

方
の
城
に
攻
め
寄
せ
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
大
将
真
鯛
鳴
戸
守
味
能
は
、
諸
国

の
兵
を
城
に
集
め
る
。
合
戦
に
及
ぶ
も
、
熊
野
の
住
人
鯨
之
介
の
仲
裁
に
よ
っ

て
和
睦
に
至
る
と
い
う
も
の
。

　

仲
裁
者
を
米
と
せ
ず
、
鯨
の
役
割
と
し
、
ま
た
鱸
を
随
行
者
と
す
る
と
こ
ろ

に
新
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
鯨
に
し
ろ
鱸
に
し
ろ
、
魚
扁
の
漢
字
で
あ
り
、
と

も
に
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
時
代
か
ら
魚
類
方
の
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

登
場
し
て
き
た
。
こ
れ
を
精
進
／
魚
類
の
仲
立
ち
に
す
る
の
は
設
定
上
、
無
理

が
あ
ろ
う（

８
）。

　

以
上
の
な
か
で
、新
出
資
料
と
直
接
関
係
す
る
『
魚
類
扣
』
系
統
に
つ
い
て
、

以
下
で
は
掘
り
下
げ
て
行
く
。

２　
『
魚
類
扣
』
系
統

・
諸
本
概
要

　
『
魚
類
扣
』
系
統
の
精
進
魚
類
物
は
、
こ
れ
ま
で
三
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

１
「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」
寛
文
八
年
刊
『
軍
舞
』（
山
本
九
兵
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衛
版
）
所
収　

射
和
文
庫（

９
）

２
『
魚
類
扣
』　

江
戸
後
期
写
本
一
冊　

伊
藤
慎
吾
蔵

（
（1
（

３
『
魚
類
精
進
合
戦
』　

天
明
七
年
写
本
一
冊　

塩
川
和
宏
氏
蔵

（
（1
（

　

ま
ず「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」は
先
述
し
た
通
り
、初
期
赤
本『
軍

舞
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」「
む
し
ま
ひ
」
が
あ
る
。

中
で
も
「
と
り
け
だ
物
ま
ひ
」
と
並
ん
で
本
文
に
謡
曲
の
符
号
あ
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
た
だ
「
フ
シ
」
や
「
ク
セ
」
と
い
っ
た
音
楽
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、「
シ

テ
」「
ワ
キ
」「
ツ
レ
」
と
い
っ
た
詞
章
の
分
担
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
異
類
合

戦
物
が
歌
浄
瑠
璃
と
し
て
も
受
容
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
舞
の
台

本
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

　

本
文
に
謡
曲
の
符
号
が
あ
る
と
い
う
稀
有
な
特
徴
は
『
魚
類
扣
』
に
も
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
符
号
の
位
置
が
「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」
と

異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
後
考
を
俟
つ
。

　
『
魚
類
扣
』
に
は
巻
末
に
「
小
鳥
揃
」「
祝
井
揃
」
と
い
う
物
尽
し
の
歌
謡
二

曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
同
筆
で
あ
る
。『
魚
類
扣
』
は
異
類
合
戦
物

の
一
般
的
な
表
現
か
ら
す
れ
ば
、「
魚
類
扣
」
で
は
な
く
、「
魚
類
揃
」
と
あ
り

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
扣
」
が
「
揃
」
の
誤
写
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
歌
謡
の
詞
章
三
種
を
書
き
留
め
た
う
ち
の
一
編
と

い
う
性
格
を
も
つ
伝
本
で
あ
る
。

　
『
魚
類
精
進
合
戦
』
は
天
明
七
年
と
い
う
明
確
な
書
写
奥
書
を
も
つ
。
純
粋

に
物
語
草
子
と
し
て
書
写
し
、
読
ま
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
本
文
に
謡
曲
の

符
号
が
な
い
分
、
一
般
的
な
異
類
合
戦
物
の
写
本
の
一
つ
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。

・『
魚
類
合
戦
』
の
書
誌
と
梗
概

　

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
書
写
奥
書
を
も
つ
写
本
で
、
上
田
市
立
上
田
図

書
館
花
月
文
庫
の
所
蔵
で
あ
る
。
内
題
を
も
た
ず
、尾
題
に
「
魚
類
合
戦
終
り
」

と
あ
る
。
料
紙
が
半
丁
裁
断
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
裏
写
り
が
す
る
の
で

片
面
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
な
ん
ら
影
響
が
な
い
の
で
、
書
写
時
に
す
で
に

半
葉
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
を
考
え
る
際
に
重
要
な
点
は
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
と
合
綴
し
て
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
表
紙
に
は
、

　
　

献
立
合
戦
笑魚類

合
戦
草

と
あ
っ
て
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
の
付
録
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
両
者
の
書

写
者
は
中
曽
根
長
次
郎
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
花
月
文
庫
主
人
飯
島
花
月
は
同

筆
の
写
本
の
い
く
つ
か
を
戯
文
集
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
集
の
表
紙
に
は
、

花
月
の
手
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

戯
作
浄
瑠
璃　

猪
鹿
嫉
闘
諍

　
　

同
〈
ひ
ら
が
な
盛
衰
記
〉
青
物
宇
治
川
先
陣

　
　

献
立
合
戦　

魚
類
合
戦
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艾
せ
り
ふ　

油
せ
り
ふ　

莨
せ
り
ふ　

か
る
た
台
詞

　
　

鼠
申
状　

猫
返
状　

鼠
共
願
書

　
　

豊
年
四
阿
山
参
り

　
　

名
法
念
仏
六
字
丸
効
能

　

こ
の
よ
う
に
、
花
月
は
本
書
を
戯
文
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

従
来
、本
書
が
異
類
合
戦
物
の
一
冊
と
し
て
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
は
、

花
月
文
庫
の
目
録
に
は
「
献
立
合
戦
笑
草
」
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
も
同
様
に
登
録
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、さ
ら
に「
献

立
合
戦
笑
草
」
と
い
う
書
名
か
ら
は
精
進
魚
類
物
で
あ
る
こ
と
が
連
想
し
づ
ら

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
と
は
書
型
を
異
に
し
、
書

写
時
期
も
異
な
る
の
で
、
全
く
独
立
し
た
作
品
と
し
て
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
本
文
は
別
に
翻
刻
し
た

（
（1
（

。

　

さ
て
、
物
語
の
展
開
を
箇
条
書
き
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

１　
ａ
正
じ
ん
元
年
八
月
十
五
夜
、
魚
類
方
の
大
将
、
ｂ
酒
の
将
軍
長
び
れ
が
精

進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
店
ヶ
城
に
諸
国
の
魚
類

を
招
集
し
、
さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

２　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
は
ま
な
将
軍
納
豆
は
家
来
を
味
噌
桶
ヶ
城

に
招
集
し
、
戸
店
ヶ
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始
ま
る
。

３　

精
進
魚
類
入
り
乱
れ
、ｃ
鍋
ヶ
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
そ
の
味
を
堪
能

し
た
。

・『
魚
類
合
戦
』
の
位
置
付
け

　

で
は
『
魚
類
合
戦
』
は
諸
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
は
各
伝
本
の
プ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

①
「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」

１　
ａ
魚
類
元
年
八
月
十
五
日
、
魚
類
方
の
大
将
、ｂ
鮭
の
将
軍
な
が
ひ
れ
が
精

進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝
台
所
）
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
棚
が
城
に

諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、
さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

２　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
浜
名
の
将
軍
納
豆
殿
は
家
来
を
味
噌
桶
が

城
に
招
集
し
、
戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始
ま
る
。

３　

精
進
魚
類
入
り
乱
れ
、ｃ
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
皆
、
感
じ
入
っ
た
。

②
『
魚
類
扣
』

１　
ａ
魚
類
元
年
八
月
十
五
夜
、
魚
類
方
の
大
将
、ｂ
鯛
の
将
軍
か
ね
高
が
精
進

方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝
境
内
）
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
棚
が
城
に
諸

国
の
魚
類
を
招
集
し
、
さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

２　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
は
ま
れ
の
将
軍
納
豆
は
家
来
を
味
噌
桶
が

城
に
招
集
し
、
戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始
ま
る
。

３　

こ
の
事
態
に
ｃ
御
膳
廻
り
の
塩
焼
の
太
郎
、
朝
倉
の
山
椒
、
奈
良
の
諸
白

が
仲
裁
者
と
な
り
、
和
談
に
及
ぶ
。
そ
の
様
に
皆
感
じ
入
っ
た
。
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③
『
魚
類
精
進
合
戦
』

１　
ａ
精
進
元
年
八
月
十
五
夜
稲
田
の
年
、
魚
類
方
の
大
将
、ｂ
鮭
の
将
軍
長
鰭

が
精
進
方
を
邪
魔
に
思
い
、
天
下
（
＝
台
所
）
を
取
ろ
う
と
企
て
、
戸
棚
が

城
に
諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、
さ
ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

２　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
酒
菜
将
軍
納
豆
公
は
家
来
を
味
噌
桶
が
城

に
招
集
し
、
戸
棚
が
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始
ま
る
。

３　

精
進
魚
類
入
り
乱
れ
、ｃ
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
る
。
皆
、
そ
の
味
に

舌
打
ち
し
、
酒
を
飲
ん
だ
。

　

特
徴
的
な
点
を
ａ
・
ｂ
・
ｃ
で
示
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

ａ
時
「
正
じ
ん
元
年
八
月
十
五
夜
」

①
魚
類
元
年
八
月
十
五
日

②
魚
類
元
年
八
月
十
五
夜

③
精
進
元
年
八
月
十
五
夜
稲
田
の
年

ｂ
魚
類
方
大
将
の
名
「
酒

（
マ
マ
）の
将
軍
長
び
れ
」

①
鮭
の
将
軍
な
が
ひ
れ

②
鯛
の
将
軍
か
ね
高

③
鮭
の
将
軍
長
鰭

ｃ
結
末
「
鍋
ヶ
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
そ
の
味
を
堪
能
し
た
。」

①
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
皆
、
感
じ
入
っ
た
。

②
御
膳
廻
り
の
塩
焼
の
太
郎
、
朝
倉
の
山
椒
、
奈
良
の
諸
白
が
仲
裁
者
と
な
り
、

和
談
に
及
ぶ
。
そ
の
様
に
皆
感
じ
入
っ
た
。

③
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
る
。
皆
、
そ
の
味
に
舌
打
ち
し
、
酒
を
飲
ん
だ
。

　

ま
ず
、
ａ
の
時
に
つ
い
て
は
、
①
②
が
魚
類
元
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
③

が
『
魚
類
合
戦
』
と
同
じ
く
精
進
元
年
と
い
う
戯
年
号
を
用
い
て
い
る
。

　

つ
い
で
ｂ
の
魚
類
方
の
将
軍
の
名
は
、
②
が
鯛
の
将
軍
か
ね
高
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
①
③
が
『
魚
類
合
戦
』
と
同
じ
く
、
鮭
の
将
軍
長
鰭
と
す
る
。

　

そ
し
て
結
末
に
つ
い
て
は
、
鍋
の
城
で
乱
戦
に
な
る
ま
で
は
共
通
す
る
が
、

②
は
仲
裁
が
入
っ
て
和
睦
に
及
ぶ
と
い
う
他
と
は
違
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
も
っ
て

い
る
。
①
は
乱
戦
に
な
っ
て
、「
か
の
し
や
う
じ
ん
物
．
ぎ
よ
る
い
の
取
あ
ひ
．

き
せ
ん
上
下
を
し
な
へ
．
か
ん
ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
り
」
と
結
ば
れ
る
。

つ
ま
り
乱
戦
の
様
子
に
感
じ
入
っ
た
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

③
は
鍋
の
城
に
入
っ
た
精
進
・
魚
類
の
人
々
の
味
わ
い
に
舌
打
ち
し
て
酒
を
飲

ん
だ
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
。
つ
ま
り
、
青
物
・
魚
を
鍋
で
茹
で
て
堪
能
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
魚
類
合
戦
』
は
③
と
同
じ
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
こ
と
か
ら
、『
魚
類
合
戦
』
と
最
も
近
似
す
る
本
文

を
も
つ
伝
本
は
、
③
『
魚
類
精
進
合
戦
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
い
で
前

後
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
詳
細
は
後
日
に
期
し
た
い
。
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筆
者
は
旧
稿
で
、『
魚
類
扣
』
系
統
の
物
語
は
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
、「
う
お
が
せ
ん
幷
し
や
う
じ
ん
も
の
」『
魚
類
扣
』『
魚
類
精

進
合
戦
』
の
共
通
祖
本
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
謡
曲
の
符
号
を
付
け
た
上
二

種
と
、
散
文
の
物
語
草
子
と
し
て
展
開
し
た
『
魚
類
精
進
合
戦
』
に
展
開
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
推
測
し
た

（
（1
（

。
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
所
蔵『
魚
類
合
戦
』

は
、『
魚
類
精
進
合
戦
』
と
同
様
に
読
み
物
と
し
て
流
布
し
た
う
ち
の
一
本
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

３　
『
献
立
合
戦
笑
草
』
の
位
置
付
け

・『
献
立
合
戦
笑
草
』
の
書
誌
と
梗
概

　

次
に
、『
魚
類
合
戦
』
と
同
じ
く
中
曽
根
長
次
郎
が
書
写
し
、合
綴
に
し
た
『
献

立
合
戦
笑
草
』
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

本
書
は
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
、『
魚
類
合
戦
』
と
合
綴
さ

れ
て
い
る
。
中
曽
根
長
次
郎
が
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
書
写
し
た
と
い
う

奥
書
を
も
つ
も
の
で
、『
魚
類
合
戦
』か
ら
九
年
後
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
魚
類
合
戦
』
同
様
に
物
語
の
展
開
は
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

１　
ａ
天
明
元
年
八
月
十
五
夜
、
魚
類
方
の
大
将
、ｂ
鮭
の
将
軍
長
尾ひ

れ

が
精
進
方

を
邪
魔
に
思
い
、
戸
棚
ヶ
城
（
戸
棚
の
城
）
に
諸
国
の
魚
類
を
招
集
し
、
さ

ら
に
貝
類
も
味
方
に
加
わ
る
。

２　

こ
れ
を
聞
い
た
精
進
方
の
大
将
畠
山
の
長な

が
い
も

薯
蕷
は
家
来
を
招
集
し
、
戸

棚
ヶ
城
に
押
し
寄
せ
、
合
戦
が
始
ま
る
。

３　

精
進
魚
類
入
り
乱
れ
、ｃ
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
煮
物
と
な
る
。

精
進
方
は
戸
棚
ヶ
城
に
押
し
か
け
、
向
付
き
（
向
付
け
）
と
な
っ
た
。

・『
魚
類
合
戦
』
と
の
関
係

　

こ
の
よ
う
に
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
ａ
の
時
は
天
明

元
年
と
す
る
。
こ
れ
は
書
写
の
年
号
が
天
明
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
改
変
と
思

わ
れ
る
。
ｂ
の
魚
類
方
の
大
将
も
鮭
の
将
軍
長
尾ひ

れ

で
、漢
字
表
記
こ
そ
違
う
が
、

訓
み
は
①
③
及
び
『
魚
類
合
戦
』
と
同
じ
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
ｃ
の
結

末
部
分
で
あ
る
。
鍋
の
城
に
火
の
手
が
上
が
り
、
つ
い
で
精
進
魚
類
を
味
わ
う

と
い
う
か
た
ち
を
採
る
の
は
③
『
魚
類
精
進
合
戦
』
と
『
魚
類
合
戦
』
で
あ
る
。

三
つ
の
結
末
を
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

『
魚
類
合
戦
』

思
ふ
か
た
き
と
く
み
合
て
鍋
が
城
迄
押
寄
火
の
て
お
上
ケ
戦
り

（
マ
マ
）彼
人
々
大

か
ふ
の
物
う
ま
ひ
共
中
〳
〵
申
ば
か
り
わ
な
か
り
け
り

『
魚
類
精
進
合
戦
』

時
に
両
陣
入
乱
鍋
の
城
に
押
被
込
火
の
手
を
上
て
戦
ひ
鳬
彼
ノ
人
々
の
其

味
天
晴
日
本
無
雙
の

事
と
舌
打
し
て
酒
飲
さ
る
者
社
な
か
り
け
り

『
献
立
合
戦
笑
草
』
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両
方
互た

が
いも

み
合
切
合
擲た

ゝ
きあ

い
鍋
の
ぢ
や
う
ま
て
押お

し

寄
て
火
の
て
を
上
て
戦

け
る
煮に

物
と
な
り
て
入
に
け
る
其
時
魚
類
方
の
大
将
鮭
の
将
軍
長な

が
ひ
れ尾

ば

方か
な
が
し
ら
の

頭
魚
兜か

ぶ
トを

着
鰥ま

つ
く
ろの

駒
に
打
乗
ツ
て
さ
も
お
ふ
よ
う
に
見
へ
に
け
り
精

進
方
の
大
将
畠
山
の
長な

が
い
も

薯
蕷
椎し

い
た
け茸

の
兜か

ふ
トを

着
栗
毛げ

の
駒
に
乗
り
出
両
方
た

が
ひ
に
な
の
り
合
切
ツ
き
ら
れ
つ
お
つ
つ
か
へ
し
つ
と戸

た
な
が
ち
や
う
へ

押
か
け
た
り
上
へ
下
へ
と
に
い
や
ぐ
や
野や

さ
い菜

と
成
て
む
か
う
付
キ
に
と
な

り
に
け
り

　

三
つ
に
共
通
す
る
の
は
、
鍋
ヶ
城
（
鍋
の
城
）
に
押
し
寄
せ
て
、
入
り
乱
れ
、

食
べ
物
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
献
立
合
戦
笑
草
』
で
は
傍
線
部
が

そ
れ
に
対
応
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
、
精
進
魚
類
双
方
の
大
将
同
士
の
一
騎
打

ち
と
な
り
、
戸
棚
ヶ
城
に
入
り
、
向
付
け
と
な
っ
た
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
付

け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
非
常
に
独
自
の

本
文
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
本
文
検
証
か
ら
、
何
を
手
許
に
置
い
て
改
作
し
た

の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、『
魚
類
合
戦
』
は
中
曽
根
長
次
郎
の
手
に
な

る
こ
と
、
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
両
方
互た

が
いも
み
合
切
合
擲た
ゝ
きあ
い
鍋
の
ぢ
や

う
ま
て
押お

し

寄
て
」
と
い
う
表
現
は
『
魚
類
精
進
合
戦
』
の
「
両
陣
入
乱
鍋
の
城

に
押
被
込
」
で
は
な
く
『
魚
類
合
戦
』
の
「
思
ふ
か
た
き
と
く
み
合
て
鍋
が
城

迄
押
寄
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
献
立
合
戦
笑
草
』

は
『
魚
類
合
戦
』
の
改
作
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
魚
類
精
進
合
戦
』『
魚
類
合
戦
』
と
い
う
、
読
み
物
と

し
て
展
開
し
た
系
統
を
受
け
継
ぎ
、
右
の
結
末
部
分
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、

大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の
が
『
献
立
合
戦
笑
草
』
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
改
作
の
手
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。

・『
献
立
合
戦
笑
草
』
の
個
体
名

　

魚
類
や
精
進
（
野
菜
）
が
擬
人
化
し
た
世
界
が
異
類
合
戦
物
の
基
本
設
定
で

あ
る
。
そ
の
中
に
は
鮭
の
将
軍
長
鰭
や
浜
名
将
軍
納
豆
の
よ
う
に
個
体
名
（
擬

人
名
）
が
付
く
も
の
も
少
な
く
な
い
。
表
で
示
し
た
も
の
は
、『
魚
類
扣
』
系

統
の
物
語
に
登
場
す
る
個
体
名
を
有
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
他
の
作
品

で
は
個
体
名
だ
が
、
対
象
作
品
で
は
普
通
名
し
か
出
て
い
な
い
場
合
、（　

）

で
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
カ
レ
イ
に
つ
い
て
み
る
と
、『
魚
類
扣
』
で
は
「
王

餘
魚
の
平
助
」
で
あ
る
が
、『
魚
類
精
進
合
戦
』
で
は
、
単
に
「
王
餘
魚
」
と

の
み
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「（
王
餘
魚
）」
と
記
入
し
て
あ
る
。

　

ま
ず
表
を
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
だ
が
、従
来
の『
魚
類
扣
』系
物
語
に
比
べ
、

『
献
立
合
戦
笑
草
』に
な
る
と
、精
進
／
魚
類
と
も
に
個
体
名
が
増
加
し
て
い
る
。

『
魚
類
合
戦
』
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、魚
類
二
〇
例
・
精
進
七
例
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
魚
類
が
二
四
例
と
微
増
し
、
精
進
に
至
っ
て
は
一
六
例

と
倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
改
作
者
が
海
産
物
よ
り
も
農
産
物
に
身
近
に
あ

る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
ど
こ
の
住
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、



九
九

近
世
期
精
進
魚
類
物
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展
開

中
部
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
で
あ
る
。

常
陸　

水
戸
の
赤
ゐ
鰯
の
塩
治
・
さ
す
り
の
蜂
介
・
鰻
の
ど
ろ
ぼ
う
・
鰍
の
ひ

げ
右
衛
門
・
き
な
め
の
ぬ
る
蔵
・
細
魚
の
い
と
な
が
・
鱰
の
左
衛
門
・

鯲
の
法
師
ご
み
の
丞
・
生
海
鼠
の
は
れ
七
・
鰒
の
ち
や
う
ち
ん
毒
助

江
戸　

浅
草
の
廣
苔
公

上
野　

渠
芋
の
つ
る
な
が
・
丸
芋
の
ず
い
き

越
後　

鮨
の
進
・
八
ツ
目
の
あ
つ
そ
ん

尾
張
・
信
濃　

小
角
豆
長
つ
の
・
胡
蘿
萄
の
義
介

伊
豆　

𩺊
井
の
金
海
鼠
・
鱰
三
郎
・
鮃
目
の
か
た
く
ら
・
か
た
く
ら
平
目
之
介
・

鯔
の
浪
わ
り

飛
騨　

榧
の
大
政
・
山
根
の
粉
柑
子
く
し
や
み
の
鼻
蔵
・
清
水
山
葵
之
介
ひ
や

じ
る

　

こ
の
よ
う
に
、
常
陸
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
国
か
ら
中
部
地
方
の
住
人
と

し
て
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
本
物
語
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
他
の
伝
本
で
は
他
国
の
住
人
と
し
て
登
場
す
る
魚
類
ま

で
も
常
陸
国
の
住
人
と
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
近
江
の
カ

ジ
カ
、
ナ
マ
コ
、
フ
グ
で
あ
る
。
特
に
ナ
マ
コ
は
『
精
進
魚
類
物
語
』
に
鯉
鰖

次
郎
と
し
て
登
場
し
、『
魚
類
扣
』
で
は
生
海
鼠
の
次
郎
は
り
助
、『
魚
類
合
戦
』

で
は
な
ま
こ
の
次
郎
は
れ
す
け
と
し
て
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
鼠
の
次

郎
は
近
江
の
住
人
と
い
う
設
定
が
室
町
以
来
の
伝
統
だ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま

り
、
精
進
魚
類
物
が
展
開
す
る
中
で
、
カ
ジ
カ
や
ナ
マ
コ
、
フ
グ
は
近
江
産
と

い
う
認
識
が
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
の
成
立
圏
・
成
立
時

期
の
段
階
で
は
、
常
陸
産
と
い
う
認
識
が
優
勢
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

　

右
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
中
部
よ
り
も
東
の
産
地
の
精
進
魚
類
が
登
場
す
る
わ

け
だ
が
、
地
域
性
は
他
の
点
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
さ
す
り
の
は
ち
介
は
常
陸
の

住
人
と
し
て
登
場
す
る
が
、
サ
ス
リ
は
ア
カ
ザ
の
信
州
方
言
で
あ
る
（
日
本
魚

類
学
会
編
『
日
本
産
魚
名
大
辞
典
』）。
ま
た
サ
ス
リ
は
「
蜂
ふ
ぐ
」
と
も
呼
ば

れ
（『
魚
鑑
』）、
そ
こ
か
ら
、
さ
す
り
の
は
ち
介
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
た
も

の
と
い
え
る
。

　

同
じ
く
『
献
立
合
戦
笑
草
』
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ニ
ゴ
イ
を
擬
人
化

し
た
あ
ら
め
鯉
太
夫
が
登
場
す
る
。
ア
ラ
メ
も
信
州
、
特
に
東
北
信
地
方
で

用
い
ら
れ
る

（
（1
（

。

・
改
名
の
創
作
性

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
文
を
改
変
し
た
り
、
モ
テ
ィ
ー
フ
を
加
え

た
り
、
独
自
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
物
語
へ
と
変

貌
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
く
べ
き
は
、
個
体

名
の
改
変
で
あ
る
。
ど
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
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一
〇
二

で
は
特
に
著
し
く
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
、『
魚
類
合
戦
』
に
代
表
さ
せ
（「
魚

類
」
と
表
示
）、
対
照
し
て
示
す
（
適
宜
、
原
文
仮
名
表
記
を
漢
字
に
改
め
る
）。

ま
た
『
魚
類
合
戦
』
と
異
な
る
場
合
は
注
記
（
＊
）
す
る
。

①
魚
類　

鮟
鱇
の
し
や
う
じ
馬
鹿
す
け

　

献
立　

鮟
鱇
つ
る
し
の
馬
鹿
左
衛
門

　

＊
う
お
が
せ
ん=

鮟
鱇
の
太
郎
馬
鹿
す
け

②
魚
類　

鰍
の
判
官
長
助

　

献
立　

鰍
の
ひ
げ
右
衛
門

　

＊
魚
類
精
進
合
戦=

鱅
之
助

③
魚
類　

土
ち
や
う
の
法
師
ご
み
の
す
け

　

献
立　

鯲
の
法
師
ご
み
の
丞

　

＊
う
お
が
せ
ん=

ど
じ
や
う
の
ほ
つ
し
み
ち
の
す
け

　
　

魚
類
精
進
合
戦=

鯲
ノ
法
師
蟬
之
助

④
魚
類　

な
ま
こ
の
次
郎
は
れ
す
け

　

献
立　

生
海
鼠
の
は
れ
七

　

＊
魚
類
扣=

生
海
鼠
の
次
郎
は
り
助

　
　

魚
類
精
進
合
戦=

生
海
鼠
ノ
庄
司
彼
而
令
助

⑤
魚
類　

鮞
の
太
郎
つ
ぶ
ざ
ね

　

献
立　

鮞
子
の
太
郎
ざ
こ
丸

⑥
魚
類　

鰒
の
ち
や
う
判
毒
助

　

献
立　

鰒
の
ち
や
う
ち
ん
毒
助

　

＊
魚
類
精
進
合
戦=

鰒
ノ
相
伴
毒
助

⑦
魚
類　

蒟
蒻
ふ
る
へ
右
衛
門

　

献
立　

蒟
蒻
の
ぐ
に
や
ら
ぐ
に
や
ら

＊
魚
類
精
進
合
戦=

蒟
蒻
ノ
震
ひ
物
（
ふ
る
ひ
も
ん
→
ふ
る
ひ
も
の
→
震

ひ
物
と
誤
写
し
た
か
）

⑧
魚
類　

さ
さ
ぎ
の
判
官

　

献
立　

小
角
豆
長
つ
の

　

＊
魚
類
扣=

大
角
豆
の
三
郎

　
　

魚
類
精
進
合
戦=

大
角
豆
四
郎

⑨
魚
類　

は
ぢ
か
み
太
郎

　

献
立　

は
ぢ
か
み
太
郎
か
ら
介

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
、「
魚
類
合
戦
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
魚
類
扣
」
系
統

諸
本
の
中
で
も
個
体
名
に
異
同
が
散
見
さ
れ
る
。
表
の
備
考
欄
に
示
し
た
『
精

進
魚
類
物
語
』
を
基
準
に
見
る
と
分
か
る
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
個
々
の

伝
本
で
誤
写
と
は
考
え
が
た
い
突
然
変
異
の
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

タ
イ
は『
精
進
魚
類
物
語
』以
来
、鯛
ノ
赤
助
が
受
け
継
が
れ
る
が
、『
魚
類
扣
』

で
は
鯛
の
将
軍
か
ね
高
と
す
る
。
ま
た
、
サ
サ
ゲ
は
大
角
豆
三
郎
系
の
名
前
が

広
ま
る
中
で
、『
魚
類
合
戦
』
は
大さ

さ

ぎ
角
豆
の
判
官
と
名
付
け
て
い
る
。

　
『
精
進
魚
類
物
語
』
ま
で
は
遡
り
得
な
く
と
も
、
共
通
祖
本
の
段
階
で
生
み



一
〇
三

近
世
期
精
進
魚
類
物
の
一
展
開

出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
桂
川
左
衛
門
（
ア
ユ
）
系
の
中
で
「
う
お
が
せ
ん
并
し
や

う
じ
ん
も
の
」
で
は
「
あ
い
（
鮎
）
の
四
郎
」
と
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
鮎
之

丞
／
鮎
之
助
の
よ
う
な
微
細
な
異
同
に
は
、
左
衛
門
／
右
衛
門
の
場
合
の
よ
う

な
誤
写
と
は
看
做
せ
な
い
、
さ
さ
や
か
な
改
作
意
識
が
読
み
取
ら
れ
る
。
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
源
五
郎
鮒
家
で
共
通
す
る
が
、『
魚
類
精
進
合
戦
』
は
「
骨
高
」

が
付
け
加
わ
る
。
豆
腐
冠
者
（
ト
ウ
フ
）
に
は
「
豆
口
」（「
魚
類
精
進
合
戦
』）

や
「
源
内
」（『
魚
類
合
戦
』）
が
付
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
ク
ス
ト
を
書
写
す
る
中
で
、
個
体
名
（
擬
人
名
）
は
物
語

の
展
開
を
変
え
ず
に
書
写
者
自
身
の
創
作
意
欲
を
満
た
す
改
変
可
能
な
部
分
と

し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
異
類
合
戦
物
の
異
本
生
成

に
は
、
テ
ク
ス
ト
自
体
の
権
威
の
な
さ
が
主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
幅
な
プ
ロ
ッ
ト
の
書
き
換
え
、
部
分
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ

の
改
変
か
ら
、
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
増
幅
（
特
に
勢
揃
え
の
場
面
）、
個
体

名
の
改
名
な
ど
、
書
写
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
改
作
意
欲
の
程
度
で
自
分
な

り
の
物
語
草
子
に
仕
立
て
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
献
立
合
戦
笑
草
』に
つ
い
て
見
る
と
、従
来
の『
魚
類
扣
』系
統
の
物
語
と
は
、

そ
の
改
変
の
度
合
い
が
違
う
。

　

ま
ず
、
改
題
の
発
想
が
戯
作
の
外
題
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
本
物

語
と
同
じ
天
明
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表
紙
に
『
笑
種
花
濃
台
』
が
あ
り
、
他

に
も
十
返
舎
一
九
の
合
巻
『
敲
打
先
程
御
笑
艸
』、
咄
本
『
年
男
笑
草
』
な
ど

が
現
れ
た
。

　

大
幅
な
プ
ロ
ッ
ト
の
書
き
換
え
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
序
文
を
加
え
、
先

述
の
よ
う
に
、
結
末
に
大
将
同
士
の
一
騎
打
ち
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
部
分
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
改
変
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に

「
例い

つ
もの

鰈か
れ
いは

方か
な
か頭

魚し
ら

金き
ん
き
よ魚

銀
魚
の
お
ん
し
や
う
い
づ
く
か
ま
ほ
こ
立
ツ
て
御
じ

ん
だ
ち
」（
二
ウ
）
の
よ
う
な
物
尽
し
の
戯
文
を
加
筆
す
る
。

　

登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
個
体
名
を
持
た
な
い
も
の
を
含
め
、「
蛸た

こ

や
海く

ら

月げ

の

骨ほ
ね

な
し
も
そ
ゞ
ろ
に
進

す
ゝ
む

鮇た
ん
ぎ

鯒ほ
う

こ
ち
へ
ご
ざ
れ
と
鮴め

は
る目

にゑ
ふ
な

鰩と
び
う
ほ
い
さ
ゞ
ま
で

魚
魦
蟶
蝦ヱ

ゾ夷

松
前
の
膃お

つ

肭と

臍せ
い

青ざ

こ

し
前
魚
細さ

よ
り魚

も
」（
二
ウ
）
の
よ
う
に
大
幅
に
増
え
た
。

　

個
体
名
で
は
表
中
の
網
掛
け
を
し
た
二
八
例
が
、
管
見
に
入
っ
た
諸
本
中
で

本
物
語
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

個
体
名
の
改
名
と
い
う
こ
と
で
は
、
先
に
示
し
た
諸
例
が
あ
る
。「
鮟
鱇
の

し
や
う
じ
馬
鹿
す
け
」
を
「
鮟
鱇
つ
る
し
の
馬
鹿
左
衛
門
」
に
す
る
類
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、既
成
の
『
魚
類
扣
』
系
統
の
物
語
（
お
そ
ら
く
『
魚

類
合
戦
』）
を
改
作
す
る
こ
と
で
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
生
み
出
さ
れ
た
。
そ

の
際
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
増
補
と
既
存
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
改
名
が
顕
著
に
見

ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
異
類
合
戦
物
に
お
け
る
異
本
の
生
成
に
特
徴
的

に
指
摘
で
き
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
異
類
合
戦
物
に
お
け
る
地
域
性

　

異
類
合
戦
物
は
類
型
的
で
あ
る
。
二
つ
の
対
立
勢
力
が
合
戦
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
多
く
の
場
合
、
仲
裁
者
が
入
っ
て
和
睦
に
及
ぶ
、
ま
た
は
ど
ち
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ら
か
が
負
け
る
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
。
そ
う
し
た
不
文
律
の
フ
レ
ー
ム
の
中

で
趣
向
を
凝
ら
す
と
な
れ
ば
、
レ
ト
リ
ッ
ク
、
と
り
わ
け
戯
文
作
り
に
向
か
う

か
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
工
夫
す
る
か
に
改
作
者
の
創
作
意
欲
は
注
が
れ
る
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
工
夫
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
増
補
と
改
名
に
つ
い
て
い
え

ば
、『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
そ
の
典
型
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

改
作
者
は
自
分
の
知
る
範
囲
の
情
報
か
ら
相
応
し
い
素
材
を
選
び
出
し
、
物

語
中
へ
配
置
す
る
。「
自
分
の
知
る
範
囲
」
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
辞
書
や
百

科
全
書
を
駆
使
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
も
は
や
、
精
進
魚
類

物
の
嚆
矢
た
る
『
精
進
魚
類
物
語
』
の
よ
う
に
、
幼
学
の
書
と
し
て
堪
え
ら
れ

る
質
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
辞
書
や
類
書
、
百
科
全
書
と
い
っ
た
文
字
で
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
知
識
が
こ
れ
ら
の
物
語
に
は
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『〈
名
物
名
代
〉
餅
酒
騒
動
は
な
し
』（
江
戸
後
期
写
一
冊
）
は
江
戸
で
作
ら
れ

た
餅
酒
合
戦
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
江
戸
の
各
町
の
名
物
・
名
菓
、
江
戸
で

流
通
す
る
下
り
酒
が
登
場
す
る
。
同
様
に
、『
酒
煙
草
合
戦
』
で
は
、
越
後
は

下
越
地
方
の
酒
造
地
が
一
覧
で
き
る
よ
う
な
酒
の
勢
揃
え
の
場
面
が
あ
る

（
（1
（

。
こ

れ
ら
は
言
う
な
れ
ば
、
文
献
に
依
拠
し
な
い
、
生
活
の
中
で
得
ら
れ
た
知
識
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
類
合
戦
物
の
成
立
は
、
そ
の
作
り
手
（
＝
改
作
者
）

の
生
活
圏
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　
　
お
わ
り
に
―
成
立
圏
と
し
て
の
生
活
圏

　

本
稿
で
は
、『
魚
類
扣
』
の
異
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
上
田
図
書
館
花

月
文
庫
所
蔵
『
献
立
合
戦
笑
草
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
近
世
期
の
精
進
魚
類

物
の
地
方
に
お
け
る
展
開
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

　
『
献
立
合
戦
笑
草
』
は
精
進
魚
類
物
の
う
ち
、
室
町
時
代
の
お
伽
草
子
『
精

進
魚
類
物
語
』
の
流
れ
を
直
接
に
汲
む
『
魚
類
扣
』
系
統
の
物
語
（
恐
ら
く
安

永
三
年
書
写
の『
魚
類
合
戦
』）に
基
づ
く
改
作
物
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

プ
ロ
ッ
ト
の
書
き
換
え
、部
分
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
改
変
、登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
増
幅
、
個
体
名
の
改
名
、
そ
し
て
改
題
に
よ
っ
て
別
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ

る
程
度
の
派
生
作
品
と
し
て
成
立
し
た
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
点
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
増
補
・
改
名
で
あ
り
、
こ
こ
に
地

域
性
が
表
れ
て
い
る
。地
方
名
の
使
用
や
中
部
か
ら
関
東
を
中
心
と
し
た
産
地
、

そ
し
て
、
精
進
方
の
大
幅
な
増
補
は
、
海
産
物
よ
り
も
農
産
物
を
物
産
と
す
る

生
活
圏
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
淡
水
魚
や
農
産
物

に
信
州
方
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
ぼ
成
立
圏
は
絞
ら
れ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
書
写
者
の
中
曽
根
長
次
郎
が
同
時
に
改
作
者
で
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
は
ま
だ
確
証
を
得
ら
れ
な
い

が
、幸
い
に
し
て
同
筆
の
写
本
が
複
数
花
月
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
を
検
討
材
料
と
し
て
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。
こ
の
問
題
は
、
お

そ
ら
く
、
近
世
期
に
地
方
で
書
き
継
が
れ
て
き
た
中
世
物
語
の
展
開

（
（1
（

を
明
ら
か



一
〇
五

近
世
期
精
進
魚
類
物
の
一
展
開

に
す
る
一
助
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

【
注
】

（
１
）
水
野
鉄
平
「
古
本
系
の
系
統
に
つ
い
て
」
及
び
近
藤
健
次
「
流
布
本
系
の
系
統
に

つ
い
て
」（
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
・
古
辞
書
研
究
会
共
編
『
御
伽
草
子　

精
進

魚
類
物
語　

研
究
・
索
引
篇
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収
）。

（
２
）
西
沢
一
鳳
『
音
曲
色
巣
籠
』（
一
八
世
紀
前
半
）
に
『
さ
か
な
浄
瑠
璃
』「
魚
の

神
お
ろ
し
」
及
び
『
肴
浄
瑠
璃
』「
鳥
の
勢
ぞ
ろ
へ
」
が
並
ん
で
収
録
さ
れ
て

い
る
。『
さ
か
な
浄
瑠
璃
』
は
、
構
成
上
、
こ
の
二
編
を
合
わ
せ
て
完
結
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、〈
さ
か
な
浄
瑠
璃
〉
は
酒
宴
の
場
で
歌
わ
れ
る
歌

浄
瑠
璃
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
加
え
、

実
際
に
魚
類
の
合
戦
物
を
歌
っ
た
浄
瑠
璃
と
い
う
意
味
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
岡
本
勝
『
初
期
上
方
子
供
絵
本
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
影
印
・
翻

刻
を
収
録
す
る
。

（
４
）
伊
藤
慎
吾
「『
魚
類
扣
』
考
―
精
進
魚
類
物
に
お
け
る
位
置
付
け
を
中
心
に
―
」

『
日
本
文
化
研
究
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
）』
第
五
号
、
二
〇
二
一
年
三

月
。https://w

w
w

.kokugakuintochigi.ac.jp/tandai/etc/nihonbunka/
pdf/05/03.pdf

（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

（
５
）
沢
井
耐
三
「
翻
刻
と
解
題
『
魚
類
青
物
合
戦
状
』・『
さ
か
な
あ
を
物
大
合
戦
』
森

川
昭
編
『
近
世
文
学
論
輯
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。

（
６
）
伊
藤
慎
吾
「『
精
進
魚
類
問
答
』
―
浄
瑠
璃
風
の
精
進
魚
類
物
―
」『
擬
人
化
と
異

類
合
戦
の
文
芸
史
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
に
釈
文
と
解
説
を
載
せ
る
。

（
７
）
岡
雅
彦
編
『
近
世
咄
本
集
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
）
及
び
前
掲
（
５
）

沢
井
論
文
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
な
お
、
本
作
中
に
「
蓮れ
ん
こ
ん根

と
云い

ふ
た
ね種

が
嶋し

ま

に
、
金き

ん
か
ん柑

の
玉た

ま

を
仕し

込こ
み

」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
蓮
根
の
穴
を
複
数
の
銃
口
に
見
立
て
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
ガ
ト
リ
ン

グ
砲
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
森
田

軍
光
は
大
坂
の
寄
席
に
関
係
す
る
女
流
作
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
よ

う
な
身
で
西
洋
の
最
新
の
銃
器
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
検
討
を
要
す
る
。

（
９
）
前
掲
（
３
）
岡
本
著
書
。

（
10
）
前
掲
（
４
）
伊
藤
論
文
。

（
11
）
塩
川
和
宏
「
資
料
紹
介
：
架
蔵
『
魚
類
精
進
合
戦
』」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「『
精

進
魚
類
物
語
』
を
読
む
」（
二
〇
一
七
年
七
月
二
日
・
於
名
古
屋
大
学
、
伊
藤
信

博
主
宰
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
及
び
配
布
資
料
。

（
12
）
伊
藤
慎
吾
「
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
所
蔵
『
献
立
合
戦
笑
草
』『
魚
類
合
戦
』
―

解
題
と
翻
刻
―
」『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
五
八
、
二
〇
二
四
年
三
月
予
定
。

（
13
）
前
掲
（
４
）
伊
藤
論
文
。

（
14
）「
ニ
ゴ
イ
」長
野
県
水
産
試
験
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
二
〇
一
四
年
六
月
二
〇
日
更
新
。

https://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/suisan/joho/sakanatachi/nigoi.htm

l

（
15
）
伊
藤
慎
吾
「
近
世
〜
近
代
前
期
の
異
類
合
戦
物
に
お
け
る
嗜
好
品
の
受
容
」『
２

０
２
２
年
度　

公
益
財
団
法
人 

た
ば
こ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

助
成
研
究
報
告
』

二
〇
二
三
年
一
一
月
。『〈
名
物
名
代
〉
餅
酒
騒
動
は
な
し
』
は
『
学
習
院
女
子
大

学
紀
要
』
二
五
（
二
〇
二
三
年
三
月
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。https://glim

-re.
repo.nii.ac.jp/record/5576/files/joshidaigaku_25_1_6.pdf

（
学
習
院
学
術

成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
）。『
酒
煙
草
合
戦
』
は
『
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
所
蔵
資
料
翻

刻
集
』
三
（
一
九
九
八
年
）
及
び
『
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
紀
要
』
五
七
（
二

〇
二
三
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
伊
藤
慎
吾
「
物
語
草
子
の
浄
瑠
璃
本
化
─
『
月
日
の
本
地
』
か
ら
『
帰
命
日
天
之

御
本
地
』
へ
─
」（『
中
世
物
語
資
料
と
近
世
社
会
』
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
七
年
）

参
照
。


